






l‐ いき,周囲のアメーバを走化性で:|き 寄せたと

考えることができる。

その後,7メ リカ171ボ す―は、集合 しつつある

アメーバ群の上にゆっくりと水を流す と、下流の

アメーバは集合の中′こヽに向かつて集 まって くる・・ l

に,上流のアメーバはばらばらな運動を して集合

しない ことを見つけた。

このようない くつかの実験で,ア メーバの集合

は、中心 となる紳胞かい出される物質に対する走

化1生 によって生 じることが明 らかになった。その

物質の正体は,初めの うちわからなかったので,

細胞性粘菌の仲間の名称である AcraSales(ア

クラシスロ

'か
らとったアクラシンとい う名がつ

(す られた。

1950年 十ヽの中ごろからアクラシンの性
triに 関す

る研究が進み、60年代の終わ りごろ,ボ ナーらに

ょって、その本体 :よ 環状アデニル酸 (サ イクリッ

クAMP,0)と 呼ばれる物質であることがわか

った。

環状ァデニル酸は,高等な動物のホルモンの働

きを仲介する物質 として知 られている。ホルモン

が血流によってそれが働 く器官 (標的器官)に 運

ばれると,ま ずその細胞の環状 アデニル酸 が増

`デ

ら事」レお豪藤t菖な轟石1事III通

AMP'‐
NH′

リン酸

え,ついで細胞のホルモンなどの合成作用が始ま

る。これらのことから,ホ ルモンを第 1の化学的

/'vt/)ッセ ンンヤ~,味 IA/′ 一′レ叫 〔

ッセ ンジヤ~と 呼 ぶ ことがある。

環状アデニル酸 を第 2の 化学的

哺乳類など高等な動物の化学的メッセンジヤ~

になる物質が,土中の微生物の細胞性粘菌でも重

要な役割を果た していることは,生命の不思議さ

を感 じさせる。なお,細胞性粘菌には,タ マホコ

リカビ以外にも多くの種類があり,環状アデニル

酸とは異なる物質が,ア メーバを集合させる場合
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もある。

金渡状的な情報伝達の合理性

さらに興味深いのは,走化性に関する情報の伝

達手段である。集合の中心のアメーバ:よ ,ア クラ

シン (環状アデニル酸)を 出して他のアメーバを

,Iき 寄せるが,ア クラシンを出しっ放 しにするわ

けではない。短時間,ア クラシンを出 した後,そ

のアクラシンを分解する酵素 (ホ スホジエスアァ

ーゼ)を 出して,い ったん走化性の情報を消 して

しまい,そ の後再びアクラシンを出すというやり

方をする。

一見むだのように見えるこのやり方が, じつは

大変合理的なのである。もしアクラシンを連続的

に放出するだけであったら,ア メーバの周囲のア

クラシンの濃度はどんどん高まり,次々と高濃度

のアクラシンを出さない限 り,濃度こう配がしだ

いに減ってくる。したがつて,走化性の感度は悪

くなるだろう。それよりも,一度情報 を出 した

ら,い ったん消 し,さ らにもう三度同程度の濃度

の情報を出すという方が効率的であろう。

こうして,中′とヽとなるアメーバが情報 (ア クラ

シン)を波状的に出し,集合 しつつあるアメーバ

もそれに呼応 して,中′とヽへ移動 しながら,自 身も

アクラシンを出す。そ して,情報が次々とリレー

式に伝えられて,ア メーバの集合が起こるという

わけである。誠に驚くべき
｀
生物の知恵ミの表れ

ということができようc

初めに述べたように,多細胞生物の体は,多種

多様の細胞が集まった複雑な細胞の社会であり,

その構成員である各細胞間では,さ まざまなコミ

ュニケーションが行われている。このような問題

を調べる分野として,近年,細胞社会学が提唱さ

れているc細胞社会学は、細胞生物学の一分野と

ぃぅほど狭いものではなくて,発生生物学や情報

生物学にまたがる新 しい分野 とい うことができ

る。

この分野は発足してまだ日が浅いが,多細胞生

物の生命を解明する上に欠 くことのできない知見

をもたらし,ま た,がんの発生のすゾ解きやその

根本的な治療にも重要な示唆を与えるものこ期待

さオ■ている。そのためには,高等な動物だけでな

く,上の中の変な生き物や自然の片すみでひっそ

り生き続ける生物を調べることも,思わぬ ヒン ト

を与えて くれて,有効な手段 となるように思われ

る。                     ◆
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―行動と文化一 西川 泰夫著

A5。 218頁・|′ 800円

バ フ ロフ、 ワ トツン、 スキナー を原点

とす る現 代 行動 分析 学 /~成 立 とその 内

容 を、基礎 的 な用語や概 念の解 説 を含

め て論述 した 人間 書。 さらに、イ剛人行

重力と璃彗尭との関係 、 イテ重力体 系 と しての

社会・ 文イヒので員J面 に も光をあて る。
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